
白神山地の管理計画
内容が簡素。きめ細かな記述がなされていない

行動計画等の具体性に乏しい

他地域の新しい管理計画
知床の順応的保全管理など、国際的にも評価が高い

知床、小笠原等の管理計画も参考にしながら、
改定作業を進める

他地域の管理計画と比べると･･･



白神山地世界遺産地域科学委員会

目的：白神山地世界遺産地域連絡会議が、世界自然
遺産に登録された白神山地の自然環境を把握し、科
学的なデータに基づいた順応的管理に必要な助言を
得る

設置：2010年６月

当面の議題：
・モニタリング計画の策定

・2012年7月の第36回ユネスコ世界遺産委員会へ

の定期報告及び審査に向けての対応

・管理計画の改定



管理計画変更の方針

順応的保全管理の導入等を踏まえ、
以下の内容を追加

管理の体制
地域連絡会議の組織改
編・関係行政機関の体制
地域との連携・協働

気候変動やその他のリスク対策
科学委員会の設置
モニタリング計画
気候変動への対応
酸性雨・地すべり・病虫害の監視など

保全と利用
環境教育、情報の発信と普
及啓発
看板の仕様と取扱の統一
エコツーリズムの推進など

管理目標
顕著で普遍的な価値（OUV）の保全に
合致した管理目標の設定



管理計画変更の方針 つづき

具体的な記述の拡充

３章．「遺産地域の概要」に「気候」、「社会環境」を追記
５章．「管理の方策」を大幅に追記

時点の修正

名称等の変更、新たに追加された法制度の記載など、
現状に即して修正

策定主体の変更

管理計画策定主体「環境省、林野庁、文化庁」に「青森県、秋田県
を追加」



モニタリング計画
管理目標に沿って、多様な団体に協力を要請

• ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ目標Ⅰ ブナ林を成立させている気象・水
象・地象の基礎的環境条件が把握されていること。

• ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ目標Ⅱ ブナ林を中心とした森林生態系が
維持されている状況や、気候変動の影響また影響の
予兆を把握できること。
– 細分目標ⅡA 原始性の高いブナ林が、広域で健全な
状態に保たれている状況を把握できること。

– 細分目標ⅡB ブナ林における動植物の多様性が適切
に保護されている状況を把握できること。

• ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ目標Ⅲ 利用及び人為活動等が世界遺産登
録時の価値を損なわず、かつ地域振興に役立つよう
遺産地域周辺の社会状況の変化を踏まえつつ適正に
管理されているか否かを把握できること。



岩崎中学校によるモニタリング



現存量の変化
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毎木調査プロットとの照合







管理上の問題点

• 行動範囲の広い動物の保全
• 温暖化
• ニホンジカの分布拡大
• ナラ枯れの拡大
• リストレーション





温暖化の影響はあるか？

温暖化に伴う白神山地のブナ林分布確率の変化予測
（温暖化影響総合予測プロジェクトチーム, 2008）。





ナラ枯れの被害
最北限

現在の気候条件ではカシ
ノナガキクイムシの温度
条件から青森南部が北限

温暖化によって分布が北
上する可能性が高い
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ブナの植林（白神山地）


